
［ 1 ］  教員用メモ  

 

 

・レポートが「序論・本論・結論」の構成を持つこと、 

その目的は伝えたいことを確実に伝えることにあること、 

「起承転結」のエッセイとは違うこと、を説明する回です。 

 

準備 

・レジメ（資料も含めて４ページ） 

・ワークシート（１ページ） 

 

進め方 

１．レポートは誰にでも書ける 

レジメのとおりです。三井物産の入社問題は次回書かせます。 

 

２．レポートの構成 

・資料１（レジメの３～４ページ）の二つの文章を学生に音読させて、何が違うか考えさせてください。 

・１ページ目の下に、※印の注釈が二つあります： 

→授業時間内で書くような短いレポート（次回出てくる分類だとＡ型・Ｂ型）の場合、序論は論点だけでなく主

張まで書いてしまうのが普通です。しかし、期末レポートくらいの長さがあるレポート（次回の分類だとＣ

型・Ｄ型）になると、主張も複雑で、序論にむりやり詰め込むことはできないでしょう。そのあたりを先回り

して言っているのが一つ目の注釈です。後でまた出てくる話なので、今は詳しく触れなくてもいいです。 

→二つ目の注釈は、レポートの「結論」で急に考察やら感想やらを書き始める人への注意です。 

おそらく小学校・中学校で書く作文の「起承転結」の「結」と、レポートの「序論・本論・結論」の「結論」

がごっちゃになっているのでしょう。 

これも今回のような短いレポートではあまり問題にならないところなので、詳しく触れなくてもいいです。ま

た後の回で触れます。 

 

３．とりあえず書いてみよう、その１ 

・さっそく「序論・本論・結論」でレポートを書いてもらいます。 

→「その１」なのは、次回の冒頭で、三井物産の入社試験の問題で「その２」をやるからです。 

→ワークシートを用意しています。 

→時間があれば、正解の発表前に４人くらいのグループ内で書いたものを読み合せる、簡単なグループワークを

してください。 

・このメモの２ページ目に、答えとその解説を転載しておきます。⑤（原文ではｅ）が正解です。 

→個人的にはなんだか納得いかないところもありますが、まあここでは、答えが正しいかどうかではなく、ちゃ

んと序論・本論・結論の形で書けたかが大事なところです 

→時間が、どういう風に進めるか（学生に読ませる？ 何人に読ませる？ など）は先生方にお任せします。 

  

とりあえず書いてみよう 
レポートは誰にでも書ける、レポートの構成、とりあえず書いてみよう 
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